
              

 

本
演
習
で
は
、
第
３
師
団
長
を

訓
練
担
任
官
と
し
て
、
北
部
方
面

隊
区
へ
の
陸
上
、
海
上
及
び
航
空

の
各
種
輸
送
手
段
を
併
用
し
た
長

距
離
機
動
及
び
北
海
道
の
矢
臼
別

演
習
場
等
で
の
４
コ
部
隊
同
時
検

閲
が
実
施
さ
れ
た
。 

 

７
月
３
日
（
水
）
、
舞
鶴
東
港

北
吸
岸
壁
（
京
都
府
舞
鶴
市
）
で
、

輸
送
艦
（
お
お
す
み
型
）
へ
の
車

両
等
約
60
両
の
搭
載
状
況
が
報
道

公
開
さ
れ
、
浜
大
樹
訓
練
場
到
着

後
に
海
上
自
衛
隊
の
エ
ア
ク
ッ

シ
ョ
ン
艇
を
使
用
し
た
揚
陸
訓
練

が
実
施
さ
れ
た
。 

 

７
月
10
日
（
水
）
か
ら
16
日

（
火
）
の
間
で
は
、
第
36
普
通
科

連
隊
、
第
３
特
科
隊
、
第
３
戦
車

大
隊
、
第
３
飛
行
隊
の
検
閲
が
な

さ
れ
た
。
初
め
て
見
る
制
約
の
少

な
い
大
演
習
場
で
、
事
前
に
作
成

し
た
計
画
を
現
地
地
形
に
適
合
修

正
し
、
実
際
的
な
尺
度
に
基
づ
く

部
隊
行
動
の
練
度
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
た
。 

 

じ
後
、
Ｆ
Ｈ‐

70
等
に
よ
る
遠

距
離
実
弾
射
撃
を
実
施
し
、
約
４

週
間
の
転
地
演
習
で
様
々
な
練
度

を
向
上
さ
せ
た
。 

 

第
３
師
団
（
師
団
長 

田
中
陸
将
） 

は
、
令
和
元
年
６
月
30
日
（
日
）
か
ら 

７
月
25
日
（
木
）
の
間
、
協
同
転
地
演 

習
を
実
施
し
た
。 

２０１９年８月１日発刊号 中部方面隊広報紙 第１２０号 

第
10
師
団 

（１） 

方
面
総
監
統
率
方
針 

任
務
の
完
遂 

陸
上
自
衛
隊 

中
部
方
面
総
監
部
広
報
室 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〒664 
-0012 

兵
庫
県
伊
丹
市
緑
ヶ
丘
7-

1-

1 

電
話
：
０
７
２
（
７
２
８
）
０
０
０
１ 

発 行 所 

 写 真 

部
外
有
識
者
等
と
の
懇
談
会 

 

 
  

協
同
部
隊
の
練
度
向
上
を
図
る 

 
 
 

 
 

 

第
10
師
団
（
師
団
長 

鈴
木

陸

将

）

は

、

６

月

29

日

（
土
）
、
愛
知
県
西
尾
市
、

７
月
３
日
（
水
）
、
岐
阜
県

恵
那
市
で
発
生
し
た
豚
コ
レ

ラ
に
対
し
各
県
知
事
か
ら
の

災
害
派
遣
要
請
を
受
け
、
今

年
度
５
回
目
及
び
６
回
目
と

な
る
豚
の
殺
処
分
等
支
援
を

実
施
し
た
。 

 

両
県
併
せ
て
、
約
１
万
２

千
頭
の
殺
処
分
等
支
援
を
行

い
、
７
月
２
日
（
火
）
及
び

７
月
５
日
（
金
）
愛
知
・
岐

阜
県
知
事
か
ら
の
撤
収
要
請

を
受
け
各
々
の
派
遣
活
動
を

終
了
し
た
。 

 
 
 

写 真 

北
海
道
へ
長
距
離
機
動
訓
練 

協
同
転
地
演
習
（
師
団
等
転
地
） 

初
動
に
お
け
る
災
害
対
処
能
力
の
向
上 

 
 
 

約
○
，
○
○
○
○
人
が
来
場 

検閲におけるＦＨ７０の実射（第３特科隊） 

輸送艦「おおすみ型」への車両搭載 

感染拡大予防のための個人除染 

「人員約２,６００名、車両約８５０両、航空機４機が北海道で訓練」 

第 ３師 団 

 
 
 
 

（
愛
知
県
・
西
尾
市
） 

災害 
派遣 

（
岐
阜
県
・
恵
那
市
） 

隊員を激励する鈴木師団長 

殺処分された豚の搬出 作業を終え現場を移動する隊員 

軽対戦車誘導弾で応戦する隊員（第３６普通科連隊） 

 
 

豚
コ
レ
ラ 



              

２０１９年８月１日発刊号 中部方面隊広報紙 （２） 

部
隊
の
戦
傷
治
療
能
力
を
向
上 

 

第
10
師
団
（
師
団
長 

鈴
木
陸
将
）
は
、
７
月
17
日

（
水
）
か
ら
23
日
（
火
）
ま
で
の
間
、
北
富
士
演
習
場

等
に
お
い
て
、
第
１
次
師
団
統
制
訓
練
を
実
施
し
、

連
・
大
隊
以
下
の
各
種
行
動
、
特
に
偵
察
戦
闘
大
隊
及

び
普
通
科
連
隊
の
基
礎
と
な
る
部
隊
以
下
の
行
動
を
演

練
し
た
。 

 

７
月
17
日
（
水
）
に
は
、
東
富
士
演
習
場
に
お
い
て
、

第
33
普
通
科
連
隊
に
よ
る
拠
点
占
領
か
ら
重
要
目
標
襲

撃
ま
で
の
展
示
を
行
い
、
関
係
部
隊
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
を
図
っ
た
。 

 
 

 

練
成
訓
練
で
は
、
偵
察
部
隊
及
び
襲
撃
部
隊
と
し
て

の
行
動
を
計
２
回
、
２
夜
３
日
の
一
連
の
状
況
下
で
演

練
し
、
偵
察
戦
闘
大
隊
に
よ
る
敵
警
戒
陣
地
に
対
す
る

威
力
偵
察
等
を
16
式
機
動
戦
闘
車
を
用
い
て
実
施
す
る

と
共
に
、
各
普
通
科
連
隊
に
よ
る
重
要
目
標
に
対
す
る

攻
撃
を
実
施
し
た
。 

 

岸
川
総
監
は
、
７
月
18
日
（
木
）
、
現
地
視
察
に
訪

れ
、
偵
察
戦
闘
大
隊
本
部
、
演
師
団
司
令
部
を
視
察
し
、

地
域
配
備
師
団
の
行
動
、
情
報
部
隊
の
運
用
状
況
等
を

確
認
し
、
参
加
部
隊
の
隊
員
を
激
励
し
た
。 

写 真 

写 真 

写 真 

写 真 

写 真 

「
日
出
生
台
演
習
場
で 

 
 
 
 

射
撃
能
力
の
向
上
」 

野戦特科部隊の機動展開・射撃訓練 第１３旅団 

第
13
特
科
隊
・
第
13
高
射
特
科
中
隊 

写 真 

 

第
14
旅
団
（
旅
団
長 

小
和
瀬
将
補
）
は
、
６
月

25
日
（
火
）
か
ら
７
月
1
日
（
月
）
ま
で
の
間
、
あ

い
ば
野
演
習
場
で
、
旅
団
隷
下
４
コ
部
隊
に
対
す
る
、

第
１
次
旅
団
訓
練
検
閲
を
実
施
し
た
。 

 

受
閲
部
隊
は
、
酷
暑
に
続
き
小
雨
が
降
り
し
き
る

厳
し
い
気
象
条
件
の
中
、
部
隊
長
を
核
心
と
し
て
与

え
ら
れ
た
任
務
完
遂
の
た
め
躍
動
し
た
。 

 

中
部
方
面
特
科
隊
（
隊
長 

内
野
１
佐
）
は
、
旅

団
の
火
力
部
隊
と
し
て
、
強
靭
な
火
力
戦
闘
を
発
揮

で
き
る
練
度
を
向
上
さ
せ
た
。
第
14
後
方
支
援
隊

（
隊
長 

山
本
１
佐
）
は
、
兵
站
及
び
衛
生
部
隊
と

し
て
旅
団
の
作
戦
行
動
の
生
命
線
を
支
え
ら
れ
る
練

度
、
第
14
高
射
特
科
隊
（
隊
長 

村
上
２
佐
）
は
、

対
空
戦
闘
部
隊
と
し
て
旅
団
の
行
動
の
自
由
と
安
全

を
確
保
で
き
る
練
度
を
各
々
向
上
さ
せ
た
。 

 

ま
た
、
第
14
特
殊
武
器
防
護
隊
（
隊
長 

田
中
１

尉
）
は
、
迅
速
な
検
知
除
染
を
も
っ
て
演
旅
団
の
作

戦
を
支
え
ら
れ
る
練
度
を
向
上
さ
せ
た
。 

 
 

 

第
14
旅
団 

あ
い
ば
野
で
第
１
次
旅
団
検
閲 

第１４旅団 

第
10
師
団 

 
 

第
１
次
師
団
統
制
訓
練 

 
 
 

「
部
隊
行
動
を
演
練
」 

第１０師団 

迅速な射撃を実施するＦＨ７０（方面特科隊） 

写 真 

写 真 

   検知活動（１４特防） 

威力偵察を行う１６式機動戦闘車 

総監視察 

中部方面特科隊、第１４後方支援隊、第１４高射特科隊、第１４特殊武器防護隊 

「第１４旅団、中部方面航空隊、方面会計隊が訓練参加」 

第１３旅団 

ＭＣＶ整備（１４後支） 

近ＳＡＭ発射機（１４高特隊） 

   迅速な射撃（方面特科隊） 

 
 

  

第
13
旅
団
（
旅
団
長 

山
根
将
補
）
は
、
７
月
７

日
（
日
）
か
ら
14
日
（
日
）
ま
で
の
間
、
日
出
生
台

演
習
場
（
大
分
県
玖
珠
郡
玖
珠
町
）
に
お
い
て
第
13

特
科
隊
（
隊
長 

中
川
１
佐
）
、
第
13
高
射
特
科
中

隊
（
中
隊
長 

荒
川
３
佐
）
に
対
し
、
令
和
元
年
度

第
１
次
旅
団
訓
練
検
閲
及
び
第
13
特
科
隊
実
射
訓
練

検
閲
を
実
施
し
た
。 

 
 

各
部
隊
は
、
日
本
原
駐
屯
地
に
お
い
て
隊
容
検
査

を
受
け
た
後
、
日
出
生
台
演
習
場
に
前
進
し
た
。
そ

の
後
、
第
13
特
科
隊
は
、
旅
団
の
火
力
戦
闘
部
隊
の

骨
幹
と
し
て
、
普
通
科
連
隊
の
任
務
達
成
の
た
め
密

接
か
つ
継
続
的
に
火
力
支
援
を
行
っ
た
。 
 
 

第
13
高
射
特
科
中
隊
（
中
隊
長 

荒
川
３
佐
）
は
、

演
旅
団
唯
一
の
対
空
戦
闘
部
隊
と
し
て
空
域
の
安
全

を
確
保
し
、
演
旅
団
の
任
務
達
成
に
貢
献
し
た
。 

 

高
射
特
科
隊
の
検
閲
後
、
第
13
特
科
隊
の
実
射
訓

練
検
閲
が
実
施
さ
れ
、
各
種
状
況
下
に
お
け
る
榴
弾

砲
射
撃
（
Ｆ
Ｈ‐

70
）
の
練
度
を
向
上
さ
せ
た
。 

雨天の射撃（ＦＨ－７０） 

対空戦闘（近ＳＡＭ） 

射撃諸元を算定（ＦＤＣ） 

対空戦闘（短ＳＡＭ） 



              

２０１９年８月１日発刊号 中部方面隊広報紙 （３） 

 山田政務官 防府分屯地を訪問  

防衛大学校長との懇談 

 対空戦闘（空自と連携） 

写 真 

 
第
８
高
射
特
科
群
（
群
長 

小
山
１
佐
）
は
、
７
月
15
日

（
月
）
か
ら
19
日
（
金
）
ま
で

の
間
、
方
面
隊
対
空
戦
闘
訓
練

を
空
自
小
松
基
地
等
に
お
い
て

担
任
・
実
施
し
た
。  

 

本
訓
練
で
は
、
空
自
小
松
基

地
に
お
い
て
実
機
（
Ｆ-
15 

戦
闘
機
等
）
に
対
す
る
対
空
戦

闘
と
対
空
レ
ー
ダ
に
よ
る
対
空

監
視
要
領
に
つ
い
て
演
練
し
た
。 

 

ま
た
、
青
野
原
駐
屯
地
に
お

い
て
は
、
対
空
戦
闘
指
揮
装
置

と
空
自
入
間
基
地
の
指
揮
装
置

を
連
接
し
、
防
空
包
内
の
連
携

要
領
に
つ
い
て
演
練
し
、
所
望

の
成
果
を
得
た
。 

 

写 真 

第４９普通科連隊  中混団訓練検閲  

第８高射特科群 

優
秀
地
本
等
表
彰 

 

方
面
総
監
部
は
、
７
月
24
日
（
水
）
、
平

成
31
年
度
募
集
業
務
に
お
い
て
、
優
秀
な
成

果
を
収
め
た
地
方
協
力
本
部
及
び
優
秀
広
報 

官
等
の
表
彰
を
実
施
し
た
。 

 

第
２
級
賞
状
（
陸
上
幕
僚
長
）  

福
井
地
方
協
力
本
部
、
京
都
地
方
協
力
本
部
、

大
阪
地
方
協
力
本
部
、
鳥
取
地
方
協
力
本
部
、

島
根
地
方
協
力
本
部
、
広
島
地
方
協
力
本
部
、

香
川
地
方
協
力
本
部 

 

褒
賞
（
陸
上
幕
僚
長
） 

愛
知
地
方
協
力
本
部 

 
 

第
３
級
賞
状
（
中
部
方
面
総
監
） 

愛
知
地
方
協
力
本
部 

 

第
４
級
賞
詞
（
中
部
方
面
総
監
） 

 

【
優
秀
広
報
官
】  

富
山
地
方
協
力
本
部   

２
曹 

山
田 

隆
史  

石
川
地
方
協
力
本
部   

曹
長 

善
入 

照
文  

福
井
地
方
協
力
本
部   

曹
長 

伊
藤 

博
英 

岐
阜
地
方
協
力
本
部   

１
曹 

北
村 

克
士 

愛
知
地
方
協
力
本
部   

２
曹 

徳
永 

学 

三
重
地
方
協
力
本
部   

２
曹 

松
本 

友
輔 

滋
賀
地
方
協
力
本
部   

２
曹 

中
川 

賢
明 

京
都
地
方
協
力
本
部   

曹
長 

蕨
野 

浩 

大
阪
地
方
協
力
本
部   

２
曹 

小
宮
山
大
勝 

兵
庫
地
方
協
力
本
部   

曹
長 

川
端 

康
晃 

奈
良
地
方
協
力
本
部 

 

曹
長 

並
井 

能
彦 

和
歌
山
地
方
協
力
本
部 

２
曹 

田
中 

基
広 

鳥
取
地
方
協
力
本
部 

 

１
曹 

三
島 

晃
宏 

島
根
地
方
協
力
本
部 

 

２
曹 

渡
部 

裕
介 

岡
山
地
方
協
力
本
部   

２
曹 

小
西 

広
章 

広
島
地
方
協
力
本
部 

 

曹
長 

加
藤 

秀
樹 

山
口
地
方
協
力
本
部 

 

２
曹 

橋
本 

興
仁 

徳
島
地
方
協
力
本
部 

 

曹
長 

片
岡 

勝
彦 

香
川
地
方
協
力
本
部 

 

３
曹 

稲
毛 

伸
幸 

愛
媛
地
方
協
力
本
部 

 
１
曹 

山
村 

洋
一 

高
知
地
方
協
力
本
部 

 
２
曹 

岡
阪 

道
大 

 

 

方
面
対
空
戦
闘
訓
練 

第
８
高
射
特
科
群 

写 真 

 

防
衛
大
学
校
長
、
國
分
良
成
氏
は
、

７
月
８
日
（
月
）
総
監
部
を
訪
れ
、

総
監
表
敬
後
、
防
衛
大
学
校
卒
業
生

12
名
と
近
況
の
確
認
や
進
化
す
る
防

衛
大
学
校
教
育
に
つ
い
て
懇
談
し
、

中
部
方
面
隊
で
活
躍
す
る
教
え
子
た

ち
を
激
励
し
た
。 

担当者から説明を受ける政務官 

國分防衛大学校長 来訪   

中
部
方
面
隊
（
防
府
分
屯
地
）
は
、

７
月
１
日
（
月
）
、
山
田
防
衛
大
臣

政
務
官
の
視
察
を
受
け
た
。 

 

政
務
官
は
、
概
況
説
明
に
よ
り
部

隊
の
現
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

施
設
等
を
巡
視
し
、
部
隊
が
保
有
す

る
Ｕ
Ｈ‐

１
Ｊ
の
性
能
等
の
説
明
を

受
け
、
巡
視
後
は
分
屯
地
司
令
等
を

激
励
し
て
視
察
を
終
了
し
た
。 

  
  

  

防御戦闘における陣地侵入 

 

中
部
方
面
混
成
団
（
団
長 

芝
１

佐
）
は
、
７
月
９
日
（
火
）
か
ら
13
日

（
土
）
ま
で
の
間
、
あ
い
ば
野
演
習
場

に
お
い
て
、
第
49
普
通
科
連
隊
（
連
隊

長 

前
野
1
佐
）
の
訓
練
検
閲
を
実
施

し
た
。 

 

本
検
閲
で
は
、
常
備
自
衛
官
の
他
に
、

即
応
予
備
自
衛
官
約
３
３
０
名
が
、
受

閲
部
隊
及
び
対
抗
部
隊
と
し
て
参
加
し

た
。 

 

連
隊
は
、
演
師
団
の
作
戦
に
最
大
限

寄
与
す
る
べ
く
、
限
ら
れ
た
防
御
準
備

期
間
の
中
で
一
丸
と
な
っ
て
所
要
の
偵

察
を
行
い
火
力
・
施
設
器
材
等
の
調
整

を
綿
密
に
実
施
し
た
。 

 

防
御
戦
闘
に
お
い
て
は
、
障
害
と
連

携
し
た
組
織
的
な
火
力
を
発
揮
し
て
、

強
靭
な
防
御
戦
闘
を
行
い
、
演
師
団
の

任
務
遂
行
に
最
大
限
寄
与
で
き
る
練
度

を
向
上
さ
せ
た
。 

離脱掩護射撃 防御陣地構築 

敵情監視 

Ｐ－１４レーダの射撃準備 

「空自と協同 対空戦闘能力の向上」  

  

 

方
面
総
監
部
は
、
７
月
24
日
（
水
）
、
平

成
31
年
度
募
集
業
務
に
お
い
て
、
優
秀
な
成

果
を
収
め
た
地
方
協
力
本
部
及
び
優
秀
広
報 

官
等
の
表
彰
を
実
施
し
た
。 

 

第
８
高
射
特
科
群 

 



              

 
 

 

今
津
駐
屯
地
は
、
滋
賀
県
北
部
（
湖

西
：
高
島
地
区
、
湖
東
：
長
浜
・
彦
根
地

区
）
を
担
当
地
域
と
し
て
、
関
係
部
外
団

体
（
滋
賀
県
自
衛
隊
家
族
会
高
島
地
区
協

議
会
・
滋
賀
県
隊
友
会
高
島
支
部
）
と
連

携
し
た
家
族
支
援
施
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
。 

 

特
に
、
平
成
28
年
度
以
降
、
滋
賀
県
自

衛
隊
家
族
会
高
島
地
区
協
議
会
と
の
会
合

を
積
み
重
ね
て
い
る
。
そ
し
て
、
安
否
確

認
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
家
族
会
会
員
の
割
り

当
て
や
駐
屯
地
行
事
等
で
の
隊
員
家
族
と

の
顔
合
わ
せ
、
南
海
レ
ス
キ
ュ
ー
訓
練
に

併
せ
た
実
動
に
よ
る
安
否
確
認
訓
練
を

行
っ
て
き
た
。
ま
た
、
毎
年
恒
例
の
家
族

会
主
催
「
そ
ば
打
ち
道
場
」
に
お
い
て
は
、

そ
ば
打
ち
の
体
験
を
通
じ
、
隊
員
家
族
と

家
族
会
会
員
と
の
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中

で
、
両
者
の
絆
を
深
め
て
き
た
。 

 

30
年
度
か
ら
は
、
滋
賀
県
隊
友
会
高
島

支
部
と
も
連
携
を
開
始
し
、
10
月
に
は
大

津
駐
屯
地
業
務
隊
と
「
家
族
支
援
に
関
す

る
協
定
に
つ
い
て
の
担
当
者
会
同
」
を

行
っ
た
。
関
係
部
外
団
体
と
の
効
率
的
な

協
定
締
結
に
向
け
て
議
論
を
重
ね
、
滋
賀

県
に
お
け
る
家
族
支
援
施
策
の
方
向
性
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

今
後
も
駐
屯
地
所
在
部
隊
・
隊
員
へ
本

施
策
の
普
及
を
図
り
、
更
な
る
家
族
支
援

施
策
充
実
の
た
め
、
関
係
部
外
団
体
と
の

連
携
強
化
に
努
め
て
い
く
所
存
で
あ
る
。 

ふ ぁ み さ ぽ 通 信 （連載：第３２回） 今津駐屯地業務隊 

 

通
信
群
本
部
中
隊
長
の
職
を
拝
命
し
て

３
年
目
と
な
り
ま
す
。
こ
の
間
、
隊
員
一

人
一
人
の
努
力
に
よ
り
数
々
の
任
務
を
完

遂
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
感
謝
し
て
い
ま

す
。 

 

本
部
中
隊
の
最
大
の
特
徴
は
、
映
像
写

真
業
務
で
す
。
近
年
は
、
状
況
判
断
の
資

と
し
て
映
像
が
重
視
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
配
信
す
る
こ
と
を

最
大
の
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

隊
員
に
「
創
意
工
夫
」
を
要
望
し
て
任
務

に
邁
進
し
て
い
ま
す
。 

 

特
に
、
ヘ
リ
映
像
伝
送
は
、
撮
影
ニ
ー

ズ
が
入
れ
ば
一
秒
で
も
早
く
飛
び
立
た
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
通
信
科
隊
員

と
し
て
も
平
素
か
ら
の
物
心
両
面
の
準
備

が
如
何
に
大
切
か
を
感
じ
て
い
ま
す
。 
 

ま
た
、
ヘ
リ
映
像
伝
送
の
受
信
エ
リ
ア

拡
大
の
た
め
、
防
衛
マ
イ
ク
ロ
回
線
の
中

継
所
を
活
用
し
た
、
よ
り
鮮
明
な
映
像
が

伝
送
で
き
る
送
路
を
開
拓
し
ま
し
た
。
昨

年
発
生
し
た
大
阪
北
部
地
震
や
、
平
成
30

年
７
月
豪
雨
の
際
、
被
災
状
況
を
速
や
か

に
映
像
伝
送
で
き
、
派
遣
部
隊
の
活
動
に

寄
与
で
き
ま
し
た
。 

 

各
部
隊
に
も
初
動
用
リ
ア
ル
タ
イ
ム
簡

易
映
像
伝
送
装
置
や
災
害
用
ド
ロ
ー
ン
が

逐
次
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
級
指
揮
官

の
状
況
判
断
の
資
と
な
る
映
像
を
「
創
意

工
夫
」
に
よ
り
各
部
隊
と
協
力
し
つ
つ
即

動
任
務
を
全
う
す
る
よ
う
引
き
続
き
努
力

し
ま
す
。 

 中部方面通信群 
   本部中隊長 
  （伊丹駐屯地） 
    ３等陸佐    
   本 田  崇 

 

伊
丹
駐
屯
地
は
、
兵
庫
県
伊
丹
市
に
所
在

し
て
い
ま
す
。
伊
丹
市
は
江
戸
時
代
か
ら
酒

造
が
盛
ん
で
、
現
在
も
「
老
松
」
や
「
白

雪
」
の
酒
造
が
あ
り
ま
す
。 

 

数
あ
る
メ
ニ
ュ
ー
の
中
で
、
伊
丹
駐
屯
地

の
隊
員
か
ら
絶
大
な
人
気
を
誇
る
メ
ニ
ュ
ー

は
「
ホ
ル
モ
ン
う
ど
ん
」
で
す
。
も
と
も
と

は
「
ホ
ル
モ
ン
汁
」
と
い
う
メ
ニ
ュ
ー
で
し

た
が
、
隊
員
か
ら
も
っ
と
食
べ
た
い
と
い
う

意
見
を
受
け
て
、
汁
物
か
ら
主
菜
と
し
て
格

上
げ
し
ま
し
た
。
（
ホ
ル
モ
ン
汁
も
引
き
続

き
提
供
し
て
い
ま
す
！
）
ホ
ル
モ
ン
の
量
だ

け
で
な
く
、
野
菜
の
種
類
や
量
も
増
量
し
、

喫
食
者
の
満
足
度
と
栄
養
管
理
の
両
方
の
面

に
お
い
て
満
足
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
と
な
っ
て

い
ま
す
。
作
り
方
に
も
ホ
ル
モ
ン
が
小
さ
く

な
ら
な
い
よ
う
工
夫
を
こ
ら
し
て
お
り
、

さ
っ
と
湯
通
し
し
た
後
に
ス
ー
プ
に
漬
け
込

ん
で
ホ
ル
モ
ン
に
も
味
が
し
み
込
む
よ
う
に

し
て
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
ほ
か
に
も
他
駐
屯
地
の
メ
ニ
ュ
ー
の

導
入
や
月
に
一
回
の
「
唐
揚
げ
選
手
権
」
の

実
施
な
ど
喫
食
者
が
楽
し
み
な
が
ら
食
事
が

で
き
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

伊
丹
駐
屯
地
へ
お
越
し
の
際
は
、
ぜ
ひ
ご
賞

味
く
だ
さ
い
。 

   第４６普通科連隊 
      （海田市駐屯地） 
      １士 原田 紗弥加 

剣道稽古  写 真 

隊員家族との顔合わせ 

ホルモンうどん 

２０１９年８月１日発刊号 中部方面隊広報紙 （４） 
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意
工
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 「伊丹駐屯地」 

 

私
は
平
成
30
年
４
月
に
自
衛
官
候
補
生
と
し
て
入

隊
し
、
現
在
は
迫
撃
砲
小
隊
の
弾
薬
手
と
し
て
勤
務

し
て
い
ま
す
。 

  

今
年
、
一
月
に
迫
撃
砲
の
初
級
特
技
を
取
得
し
ま

し
た
。
他
の
業
務
と
重
な
り
砲
訓
練
が
な
か
な
か
で

き
ず
、
練
成
期
間
も
限
ら
れ
た
な
か
で
、
先
輩
隊
員

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
砲
手
と
し
て
の
動
作
を
何
度

も
練
成
し
ま
し
た
。 

 

試
験
当
日
は
、
す
ご
く
緊
張
し
て
不
安
な
気
持
ち

が
あ
り
ま
し
た
が
、
一
緒
に
練
成
し
た
同
期
と
丁
寧

に
分
か
り
や
す
く
教
え
て
下
さ
っ
た
先
輩
隊
員
の
言

葉
を
思
い
出
し
、
検
定
を
無
事
一
回
で
合
格
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

私
は
、
こ
の
訓
練
を
通
じ
て
皆
で
協
力
す
る
こ
と

の
大
切
さ
や
練
成
訓
練
の
重
要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。 

 

私
生
活
で
は
、
父
と
兄
の
影
響
で
小
学
三
年
生
か

ら
剣
道
を
続
け
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
兄
達
と
予
定

を
合
わ
せ
、
稽
古
に
行
っ
て
勝
負
し
て
楽
し
く
や
っ

て
い
ま
す
。
今
ま
で
一
度
も
兄
達
に
勝
っ
た
こ
と
が

な
い
の
で
、
も
っ
と
稽
古
を
積
み
強
く
な
り
勝
て
る

よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
の
自
衛
隊
生
活
で
は
、
自
ら
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
と
い
う
自
分
が
苦
手
と

し
て
い
る
こ
と
を
克
服
し
、
も
っ
と
訓
練
な
ど
色
々

な
事
に
積
極
的
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
迫
撃
砲
隊

員
と
し
て
も
社
会
人
と
し
て
も
成
長
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

平
成
30
年
度
中
部
方
面
隊
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
戦
士 

 
 

体
力
検
定 

 
 

 

（男
子
：陸
士
の
部
）第
１
位 

 

第
15
即
応
機
動
連
隊 

 
 

第
２
普
通
科
中
隊 

 

士
長 

 

山
内 

凌 

腕立て伏せ 

１１５回 

膝半屈腹筋 

１０１回 

3000m 

９分４８秒 

そば打ち道場 

きらめき 
☆☆☆☆☆☆ 

レディー 


